
合同会社CREW TAMBARA 金光 史

ローカルメディアとMAPで繋ぐ

たんばら魅力発掘プロジェクト

実施報告



CREW  TA M BA RA（ く るぅ たんばら）は

丹原町出身者・ 在住者が集まったグループです

みんなで、まちの未来を話し合いました。
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地域を訪れる人が少ない
（来ても周ちゃん広場まで）

丹原の課題（アンケート結果より）

◆店舗集客が難しい

◆体験事業の集客したい

◆訪れる人が丹原の他のお店を知らない

◆ 1人では店舗出店は難しいが、共同で販売

できる店舗があればありがたい

◆人が立ち寄る拠点が欲しい

◆丹原町内を巡ってもらえる仕組みが欲しい

西条の地区別で、唯一観光場所がない町

課題A 耕作放棄地が増えている課題B

◆農業人口が減少

◆後継者不足

◆放置畑の草木が道路に侵入し、通学も危険

◆ 鳥獣害被害で畑の栽培ができない

◆耕作放棄地の景観が悪い





農業

耕作放棄地を開墾し、
夏はひまわり栽培。
春は菜の花栽培

商業

ひまわり油を製造。
ひまわり油を使用した「たんばら
ドーナッツ」「ひまわりスキンクリー

ム」開発販売。

観光

・農業体験
・たんばらMAP作成

・地域事業者を繋ぐ体験ツアー造成

CREW TAMBARA 事業内容



まちに人が集い交流を生み出すための

仕掛けとして、地元住民や地元事業者

の声をもとに丹原地域を巡るMAP

およびオンラインメディアを作成する



実施報告



実施スケジュール

◼️８月上旬：住民へのおすすめスポットアンケート調査開始

◼️9月上旬：ＰＲ媒体に掲載するコンテンツの募集と整理開

始

◼️10月：店舗や事業所取材と撮影開始

◼️12月20日：Instagram情報発信サイト「たんばらじかん」開

始

◼️1月20日：たんばらMAP完成、配布

◼️〜１月末まで：テストラン実施



成果目標の達成状況

①ＰＲ媒体の整備（マップとオンラインサイト）

➤たんばらMAPとInstagramアカウント「たんばらじかん」完成

②ＰＲ媒体に掲載するコンテンツの募集と整理

・丹原町内でのコンテンツ参加者（個人・企業問わず）をExcelデータで一覧表にする
・紙媒体候補１５件、Instagram候補３０件
➤・丹原町内でのコンテンツ参加者（個人・企業問わず）、場所をExcelデータで一覧表にした。
・紙媒体 ２２、Instagram ３６件

③住民への丹原町おすすめスポットアンケート調査

・概ね、３０件程度のアンケートを実施予定
➤３５件収集済み



１．「たんばらＭＡＰ」の整備（オフライン媒体）

・紙媒体で１月２０日製作完成。

・農村たんばらの見どころ（景観スポット）や食やお買い物体験スポット（店舗情

報）を掲載し、ＭＡＰを手に丹原町内での回遊を促すことを目的とした媒体。

・飲食店８件、お買い物体験スポット１１件、観光スポット３件など計２２件掲載。

・Ａ３折 ５，０００部印刷

・丹原町内スポット、また町外の協力店舗やスポットへの配置。

MAP掲載店21件、町内施設５件、観光施設８件など配置予定

・二次元コードを掲載し、それぞれの店舗情報等へつなげている。

実施内容１



実施内容１



実施内容１

＜配布状況＞
1月20日〜各事業所へ配布開始。在庫状況 35％（2月18日現在）

＜配布したお客様の声＞
・こんなお店あったんですねー行ってみたい
・マップ見やすい、銀行で見ました
・知らないお店を知る事が出来て良かった。また、行ってみたい。
・名前は知ってたけど場所は知らなかったから参考にさせてもらいます
・今から、この店に行くんだけど帰りにこっちのお店も行ってみよう
・知らなかった是非行きます。丹原に来る楽しみができたよ
・「こんなにお店あるんだねー」、「せっかく丹原に来たからにはいろいろ行ってみたい」

＜事業者さんの声＞
・イラストが可愛いくて、とてもわかりやすいマップだと思います。
・わかりやすい地図と、明るくかわいいデザインが目を引きますね
・隣り合わせたお客様同士が店内でMAPを見ながら可愛いねー等の会話が弾んでいたのを見て嬉しかったです。
・とても勧めやすいマップです。
・かわいくわかりやすいMAPです！お客様にも他の店舗さんについてなどお伝えしやすいです。



実施内容１

２「（仮称）たんばら農村ポータルサイト」の整備（Instagram）

・上述のマップとの連動型サイトとして１２月２０日開始。

・アカウント名は「たんばらじかん」

（「@tambara_time」（https://www.instagram.com/tambara_time/）

・１月３１日現在、２０件掲載。２月３日現在、フォロワー数１５２名。

・イベント情報や店舗情報など、紙媒体で追いつかない情報更新を担う。

・また、マップを手にしなくとも「農村たんばら情報」にアクセスできる環境を整備することで広く、世界中へ

たんばらファンを募っていく。

・ハッシュタグ機能を活用して、世界中に丹原の魅力が拡散するように仕掛けを作っている。（#愛媛 #愛

媛県 #西条市 #丹原町 #愛媛観光 #四国 #四国観光 #農村風景 #日本の風景 #田舎暮らし #cafe #観

光農園#インスタマガジン #shikoku #visitjapanjp #japan_travel #tambaraじかん）



実施内容１



実施内容２

アンケートの調査の実施

・８月上旬から紙媒体とWebでアンケートを実施。

・アンケートは、丹原町の住民３５名へ実施。

（紙媒体 ７件、Web ２８件）

・アンケートにより、丹原町のおすすめの風景やお店、知ってほしい素敵

な人などを紹介していただいた。

・アンケートの結果も踏まえ、ＭＡＰやInstagramの掲載候補を整理。



実施内容２



実施内容２



実施内容３

ＰＲ媒体に掲載するコンテンツの募集と整理

・コンテンツ参加者は、9月から募集を開始。

・１月３１日現在、丹原の魅力あるスポットなどが３６件集まっている。

・紙媒体に２２件掲載し、Instagramに３６件掲載予定。

・コンテンツをエクセルデータで一覧表の作成。

・継続してコンテンツを募集し、Instagramにて紹介 していく。



実施内容３



実施内容３



生みだした効果

・丹原町を知ってもらうツールができた

・町内事業所同士の横の繋がりができ、人を呼び込む

意識が共有できた

・掲載店舗を周遊する提案ができるようになった



会計報告

費 目 予算額 決算額 比較増減 内 訳

SIB資金 500,000 500,000 0

合 計 500,000 500,000 0

費 目 予算額 決算額 比較増減 内 訳

委託費 400,000 500,000 100,000
MAP印刷費 47,000円
制作費 200,000円
取材、撮影費 253,000円

MAP印刷費 100,000 0 -100,000

合 計 500,000 500,000 0

収入

支出



活動予定

＜たんばらMAPとインスタメディアについて＞

掲載店舗で連絡会のようなものを作り、事務局をCREW TAMBARA

が請け負う形で継続していく。増刷や修正にかかる費用を各事業所

からの年間費で賄い、MAP1枚10〜100円度での協賛金も受け付け

る予定。3月3日に1回目の連絡会をする。


